
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
し
て
の
「
核
分
裂
」
と
「
核
融
合
」

カ
ラ
ー
■

次
世
代
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
6

姿
を
現
し
た
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
/
固
有
安
全
性
と
多
目
的
性
を
備
え
た
次
世
代
炉
の
有
力
候
補
「
高
温
ガ
ス
炉
」

世
界
の
核
融
合
開
発
は
ど
こ
ま
で
来
た
か
?
1
3
1

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
■
1
6

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ギ
ン
ズ
教
授
に
聞
く

″
常
温
核
融
合
の
実
験
開
始
か
ら
7
時
間
後
に
は
「
ブ
レ
ー
ク
イ
ー
ブ
ン
」
を
超
え
た
”

巻
頭
報
告
■

世
界
の
科
学
界
を
ゆ
る
が
せ
た
「
常
温
核
融
合
」
の
実
験
と
理
論
北
海
道
大
学
助
手
水
野
忠
彦
2
6

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
以
降
の
ソ
連
の
原
子
力
開
発
の
動
向
ウ
ー
バ
ー
パ
ー
バ
ー
ト
3
3

東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
子
力
発
電
・
最
新
報
告
(
1
9
9
0
年
)
3
9

第
1
章
1
次
世
代
原
子
炉
の
最
有
力
候
補
「
高
温
ガ
ス
炉
」

西
ド
イ
ツ
の
技
術
が
生
み
出
し
た
「
ペ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
型
」
高
温
ガ
ス
炉
の
可
能
性
ウ
ー
バ
ー
パ
ー
バ
ー
ト
|
4
2
'

ア
メ
リ
カ
が
開
発
し
た
最
有
力
の
次
世
代
原
子
炉
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
高
温
ガ
ス
炉
」
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ペ
ク
ト
ー
5
0



世
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現
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